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１． 研究課題 
人間が音声を発生する仕組みをコンピュー

タや電気回路で模擬し、音声を人工的に生成

することを音声合成という。音声の発生機構

をシュミレートして音声を作り出す方式に、

声道内の音波の伝搬までさかのぼってシュミ

レートする声道アナログ方式と、調音の結果

としての音声の周波数スペクトル構造、すな

わち共振現象をシュミレートするターミナル

アナログ方式がある。今回は、このターミナ

ルアナログ方式を用いて音声合成を行うこと

を目的とする。 
 
２． 研究方法 
自然な音声を合成（人工的に作り出す）す

るために必要なものは、調音（放射を含む）

及び音源を近似する仕掛と、その時間的な制

御である。調音について、ターミナルアナロ

グ方式と、声道形状近似に基づく声道アナロ

グ方式が研究、実験されてきた。 
以下に、ターミナルアナログ方式を説明する。 
ターミナルアナログ方式 
この方式は、調音の結果としての音声の周

波数スペクトル構造、すなわち共振および反

共振現象をシュミレートするものである。共

振周波数と帯域幅が可変の共振回路、及び反

共振回路を複数個用い、これらを縦続あるい

は、並列に接続した電気回路で、音声の発生

機構をシュミレートする方法である。 
今回、このターミナルアナログ方式を採用

し、調音特性を近似する。 
具体的に、調音特性を実現するため、以下の

ようなデジタルフィルタを用いた。 
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のようになる。 
今回、有声音だけを考えるため、このフィル

タへの入力として、インパルス列、三角波を

用いて声門特性を近似する。 
 
３． 実験結果 
声門特性を三角波と

した場合の母音 /a/の音

声波形の周波数スペク

トルを図１に示めす。 
 

図１音声の周波数スペクトル 
４． 考察と今後の課題 
声道特性をインパルス列で近似したもので

は、第１～３ホルマント周波数に対するパワ

ーがほぼ一定の大きさであった。それに対し

て、三角波で近似した場合、ホルマント周波

数に対するパワーは右下がりに下降している

ことが分かった。このことから、声門特性を

周期的な三角波で近似することにより、音声

波形の周波数スペクトルは、実際のものに近

づくことが分かった。しかし、音声として聞

いてみると、機械的な音となった。これは、

実際の母音/a/～/o/のピッチは、それぞれ微妙

に異なっていることや、声門特性を三角波で

近似したことによる誤差などが考えられる。 
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